
（ １ ）  第３８７号     書      窓       令和４年３月２９日 
  

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  十干と十二支  

 

今さらながら「干支（えと）」のお話をご紹介します。正月には、トラのイラストがプリント

された年賀状を送られた方も多いのではないでしょうか。年末の時期になると、新しい年の干支

をモチーフとした動物が大きく取り上げられるため、多くの人々が、次の年は寅年か、と知るこ

とが出来ます。また、今年は「寅」年ですが、本来は「壬寅（みずのえとら）」が正式な干支に

なります。今月号では、干支について触れてみたいと思います。 

 多くの方々が、干支と聞くと「子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥」の十二支

を思い浮かべるのではないでしょうか。本来、干支とは「十干・十二支（じっかん・じゅうにし）」

を組み合わせたものです。十二支というのは、その年を上記の１２種類の動物でなぞらえたもの

で、明治時代以前は時刻や方角にも用いていました。十二支の順番がどのように決まったかとい

うと諸説ありますが、１２匹の動物たちが元旦の挨拶で神様のもとを訪れた順番という説が有

名です。そして十二支に組み合わされる十干とは何でしょうか。十干とは古代中国で生まれたと

されています。「甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸」の総称で、日にちを１０日ごとの

まとまりで数えるための呼び名で、１０日を１旬としました。１か月を１０日ごとに上旬・中旬・

下旬と３つに分ける呼び方は現代においても使われています。 

 さて、今年は「壬寅」と冒頭で記しました。十二支は３

つ目の寅、十干は９番目の壬です。ではこの「壬寅」には

どのような意味・由来があるのでしょうか。「壬」は「妊」

の一部であることから「新たに生まれる」という意味があ

ります。また「寅」は、もともと「螾（いん）」が由来と言

われ、古代中国の書物によると「春が来て草木が成長する」

という意味を持っています。この２つを合わせると「新し

く生まれ、そして成長していく」という意味になります1。 

 ２０２２年も早いもので３月が過ぎ、新年度の４月に入ります。新年度と同時に豊山町は町制

施行５０周年を迎えます。大きな区切りとなる年、豊山町図書室も新たな気持ちで「成長する」

年にしていきたいと思います。 

 
1 今回の干支に関する内容は『十二支読本 暦と運勢のしくみを読み解く』『十二支えほん』を参考にし

ています。いずれも町図書室に配架されています。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 

新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、 

おひさまのおはなし会は中止とします。 

ご理解ご協力のほどお願いいたします。 
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